
都市再生整備計画（第２回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 105 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成25年度 平成30年度

％ 平成25年度 平成30年度

25.3%

ユニバーサルデザイン感
ユニバーサルデザインがが取り入れられていると思う人の
割合

回遊ルートや公共サインのユニバーサルデザイン化を推進するこ
とにより、まちの回遊性を高める 13.9% 19.8%

まちの賑わい感 観光により賑わいのあるまちになっていると感じる人の割合 魅力スポットやイベントの育成により、まちの賑わい感を高める 20.8%

・堀切地区における喫緊の課題は、「防災」と「地域活性化」であるが、「防災」については、別途、密集市街地整備促進事業等によって対応する予定なので、本計画における主な課題は「地域活性化」である。
・「地域活性化」の観点からは、堀切地区は「堀切菖蒲園」を有する観光地ではあるが、街が賑わう集客期間は開花から花が閉じるまでの6月の1か月間に限られており、通年の賑わいづくりが最大の懸案事項となっている。
・また、水路跡のくねくね道は歩く楽しさを提供する一方で、まちの構造や道筋がわかりにくいという問題もあり、様々なイベントや魅力スポットの発掘などの賑わいづくりと併せて、まちの回遊性を高めるために道路のバリアフリー化や修景整備等の充実
なども求められている。また、地区内に存する公共施設など拠点への誘導のあり方などが課題となっている。
・さらに、まちの回遊の起点となる駅前には、現状では人だまりの広場がなく商店街とのつながりも悪く、路上駐輪の問題もあり、環境改善が強く求められている。
・今後、当地区では京成本線荒川橋梁架替事業や密集事業の実施が予定されていることから、それらと連携して上記の問題を解決していくことが課題である。

・ 飾区基本構想では、区の将来像を「水と緑ゆたかな心ふれあう住みよいまち」としている。
・これを受けて 飾区基本計画においては、堀切地区の街づくりについて「区民と協働して地域の特性を活かした活力ある住みよい街」をつくる方向性を示している。
・ 飾区都市計画マスタープランにおいても、地域の将来像を「堀切菖蒲園などの地域資源や緑・水辺を生かした、安全で快適なまち」とし、「地域の魅力を生かした歴史文化の薫る賑わいのあるまちづくり」「下町特有の風情を大切にした緑あふれる快
適な住環境の形成」「親水性の確保等による親しみの持てる川の復活」「水害、地震にも安全で、安心して住まえるまちづくり」の４つの基本方針を掲げている。
・また、住民提案による堀切地区まちづくり構想では、「誰もが、堀切の魅力を楽しみ、住み続けられるまちづくり」を合言葉に、「生まれたときからお年寄りになっても、誰もが地域の中でつながりやいきがいを持って暮らし続けられるまち」「地域の自然、歴
史、文化など、誰もが今ある魅力を楽しめるまち」「災害による被害を受けにくく、誰もが安全・安心に住み続けられる、生き残れるまち」の３つの将来像が掲げられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 東京都 飾区
か つ し か く

堀切地区
ほ り き り ち く

計画期間 交付期間 30

大目標　地域の自然と下町風情の魅力を活かした活気と賑わいの創出
　小目標①　地域の魅力スポット・イベントの育成
　小目標②　地域の魅力をつなぐまちの回遊性の創出
　小目標③　地域の玄関口となる駅前の顔づくり

・堀切地区は、 飾を代表する観光地「堀切菖蒲園」を有する地区であり、下町の風情を残し、人情細やかな人々との交わりのある住み良い町を目指した様々な地域活動が展開されている。
・地域の事業として６月に行われている「堀切かつしか菖蒲まつり」をはじめ、地域の産業を紹介する「堀切地場産業展」・日本の伝統文化である「凧」を地域の子ども達と地域住民が一体となって行われている「堀切大凧揚げ大会」等、季節毎のイベント
を通して地域の触れ合いの輪を広げている。
・その他にも、農村時代の水路跡を利用した“くねくね”した道路や、面的に入り組んだ商店街、対岸に「東京スカイツリー」を仰ぎ見る荒川河川敷など、独特の街並み景観を有する地区でもある。
・当地区のまちづくり活動は、平成16年に「京成本線荒川橋梁架替事業」が決定されたことを受けて始まり、平成18年に地元８町会と６商店会による「堀切地区まちづくり検討協議会」と、住民有志による「堀切地区まちづくり勉強会」（現在は、この２つの
会が合体して「堀切地区まちづくり推進協議会」となっている）が設立された。
・この2つの会は「橋梁架替」「防災」「地域活性化」の３つの部会に分かれて合同で活動し、それぞれの検討成果を総合化して平成22年に「堀切地区まちづくり構想」をまとめて区長に提案した。
・その構想では、「誰もが、堀切の魅力を楽しみ、住み続けられるまちづくり」を合言葉に、３つの将来像が掲げられている。
・構想提案後の現在は、各部会が構想の実現に向けた主体的な取り組みを展開している。
・「防災」については、災害に対する脆弱性が懸念される堀切二丁目周辺地区、堀切四丁目地区２地区に地区計画と密集事業を導入して防災まちづくりを実施するために、地元住民による具体的な検討作業が進められている。
・「地域活性化」については、商店街などの地域団体と連携して、様々なイベントを企画・開催したり、堀切の歴史・文化資源を紹介する「堀切ミステリーマップ」の作成・発行、堀切のオリジナルゆるきゃら「ほりきりん」の作成などに主体的に取り組んでい
る。
・「橋梁架替」については、京成本線荒川橋梁架替事業の概要がほぼ固まったことを受けて、新たに、まちの玄関口である駅周辺の整備検討を開始しようとしている。
・まちづくりのテーマごとに、それぞれ住民主体で今後のダイナミックな地域活動と市街地整備の推進に向けた具体的な取り組みが展開されている。
・なお、都市再生整備計画は、これまでの「堀切地区まちづくり推進協議会」の取り組みや議論を踏まえ、その方向性に沿って作成したものである。

91,000人 平成30年度

駅前の顔づくりやイベント等の育成により、まちの賑わい感を高め
たことによる来園者の動向を把握する。堀切菖蒲園来園者数 人 堀切菖蒲園への菖蒲まつり期間における来園者数 82,493人 平成25年度



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【基幹事業】
高質空間形成：道路修景事業
【提案事業】
地域創造支援：鉄道高架下利用計画調査検討委託
【関連事業】
まちづくり活動推進：駅周辺環境改善に関する社会実験事業
河川事業：京成本線荒川橋梁架替事業
密集事業：共同建替事業

○地元組織による継続的なまちづくり活動
当地区では、地元8町会、６商店街、住民有志で構成される「堀切地区まちづくり推進協議会」によるまちづくり活動が行われており、本計画の実施にあたっても当該協議会との協働・連携による推進する。

方針に合致する主要な事業
整備方針１：地域の魅力スポット・イベントの育成

・堀切菖蒲園や駅前などの主な魅力スポットの魅力と使い勝手を向上し、多彩なイベントが根付けるような環境整備を行う。
・地域特有の下町風情が残る水路跡のくねくね道や街並みの修景整備等を行い、地域全体の魅力の向上を図る。
・商店街周辺の修景整備を行い、賑わいと活気のある商店街環境の育成を図る。

【基幹事業】
公園事業：堀切菖蒲園（施設整備）
高質空間形成：道路修景事業
【関連事業】
まちづくり活動推進：駅周辺環境改善に関する社会実験事業

整備方針２：地域の魅力をつなぐ回遊性の創出

・駅と堀切菖蒲園、荒川河川敷などを結ぶ水路跡のくねくね道や商店街を遊歩道として整備・ネットワークし、地区全体の回遊性を高める。
・高齢者や障害者もまちに出やすいように、魅力スポットや遊歩道等のバリアフリー化や、回遊ルート沿道への休憩スポットの整備を推進する。
・来街者も安心してまちの回遊を楽しめるように、ユニバーサルデザイン等に配慮した情報板の再構築を行う。
・避難路等となる主要生活道路の整備を進め、荒川河川敷などの避難場所に容易にアクセスできる動線の確保を図る。

【基幹事業】
高質空間形成：道路修景事業
地域生活基盤：情報板の再構築事業
【関連事業】
密集事業：主要生活道路整備事業

整備方針３：地域の玄関口となる駅前の顔づくり

・地域の玄関口となる駅前の魅力と利便性の向上のために、駅前の人だまり空間や商店街とのつながりの確保、駐輪対策、修景整備等を図る。
・地域住民や関係団体との協働により駅前の賑わい創出や駐輪対策、駅を起点とした回遊性創出等に関する社会実験を行う。



様式３ 目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路

道路

道路

道路（地方都市リノベーション事業）

公園 飾区 直 0.9ｈａ 26 29 27 29 143.2 143.2 143.2 0 143.2

公園（地方都市リノベーション事業）

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 飾区 直 22基 27 27 27 27 23.4 23.4 23.4 0 23.4

高質空間形成施設 飾区 直 44ｍ 30 30 30 30 2.9 2.9 2.9 0 2.9

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業（地方都市リノベーション推進施設

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 169.5 169.5 169.5 0 169.5 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

飾区 直 － 26 26 26 26 3.7 3.7 3.7 0 3.7

飾区 直 － 30 30 30 30 2.1 2.1 2.1 0 2.1

合計 5.8 5.8 5.8 0 5.8 …B

合計(A+B) 175.3
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

国 国土交通省 1,500m ○ 16 36

飾区 飾区 2,664m ○ 27 36 4,171

未定 未定 － 27 36

飾区 飾区 － ○ 31 31 5.2

合計 4,176.2

国費率 0.4交付対象事業費 175.3 交付限度額

事業 事業箇所名

70.1

直／間
細項目

交付期間内事業期間

堀切菖蒲園

規模
（参考）事業期間

事業主体

堀切地区全域

区道86号線

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
直／間 規模

地域創造
支援事業

鉄道高架下利用計画調査検討委託 堀切菖蒲園駅周辺

事業活用調
査

事後評価調査 堀切地区全域

事業 事業箇所名 事業主体
事業期間

全体事業費

駅周辺環境改善に関する社会実験事業 堀切菖蒲園駅周辺

京成本線

所管省庁名 規模

共同建替事業 堀切四丁目

（いずれかに○）

主要生活道路整備事業 区道６路線

京成本線荒川橋梁架替事業



都市再生整備計画の区域

　堀切地区（東京都 飾区） 面積 105 ha 区域
堀切一丁目、堀切二丁目、堀切三丁目の全部、堀切四丁目、堀切五丁目、
宝町一丁目、宝町二丁目の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

【図面作成上の留意点】

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都
計の場合は、適宜下図を作成すること。
・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず
スケールバー・方位を記入すること。
・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、
地区名、区域面積を記入すること。
・地区の相対的な位置関係が明確になるように、
国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー
クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ
いては、必ず図示すること。
・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必
ず凡例を記入すること。

【記入要領】
・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。

例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部

堀切菖蒲園駅
京成本線

堀切小

荒川河川敷

綾瀬川

堀切中

綾南小

旧小谷野小

ウェルピアかつしか

堀切菖蒲園

堀切地区（約105ha）



まちの賑わい感 （％） 20.8% （25年度） → 25.3% （30年度）

ユニバーサルデザイン感 （％） 13.9% （25年度） → 19.8% （30年度）

堀切菖蒲園来園者数 人 82,493人 （25年度） → 91,000人 （30年度）

　堀切地区（東京都葛飾区）　整備方針概要図

目標

大目標　地域の自然と下町風情の魅力を活かした活気と賑わいの創出

　小目標①　地域の魅力スポット・イベントの育成

　小目標②　地域の魅力をつなぐまちの回遊性の創出

　小目標③　地域の玄関口となる駅前の顔づくり

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

0 125 250 375 500 m

堀切小

堀切中

綾南小

旧小谷野小

堀切菖蒲園

○関連事業
密集事業・主要生活道路

○関連事業
（京成本線荒川橋梁架替事業）

■基幹事業（公園事業） 堀切菖蒲園（施設整備）

■提案事業（地域創造支援事業）
鉄道高架下利用計画調査検討委託

■基幹事業（高質空間形成施設） 道路修景事業

○関連事業
密集事業・共同建替事業

○関連事業

駅周辺環境改善に関する社会実験事業

■提案事業（事業活用調査） 事後評価調査

荒川河川敷

綾瀬川

堀切菖蒲園駅
京成本線

■基幹事業（地域生活基盤施設）

情報板の再構築事業

ウェルピア
かつしか


